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今、どんな時代？

現状分析（社会環境の変化）
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⼯業化社会

デジタル化社会

1700年 1800年 1900年
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ロボティクス、
AI、IoT、AR、VR、
スマートシティ ➢ デジタルガバメント

➢ 銀行の店舗がなくなる

電子取引、キャッシュレス

➢ テレワークは続く？

➢ 自動車のEV化？
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現在
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電気・石油による
重化学工業へ移行

産業革命

軽工業の機械化
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デジタル技術の進歩
PC、Internet 等

2019年
COVID-19

2000年

発想/立案

『人間』

作業

『RPA ➔ AIへ』

現在は、
“並存の時代 “ 人が減ることで

社会の形も変わっ
ていくことになる
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３DC新設（クラウド、コロケーション／ハウジング、メーリング、BPO) 

ロ
ー
コ
ー
ド
開
発
環
境

無
担
保
ロ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

2PC (ﾌﾟﾘﾝﾄｾﾝﾀｰ)

メーリング
サービス
(BPO)

ハイブリッド
(紙/Web)

ス
マ
ー
トD

C

サ
ー
ビ
ス

原
価
管
理
シ
ス
テ
ム

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
／

人
⼯
知
能
（A

I

）

新
規
事
業
立
ち
上
げ

アイネット
DX事業本部

システム
開発

ISTソフトウェア

ソフトウェアコン
トロール

アイネットデータ
サービス

水
素

宇
宙
関
連
サ
ー
ビ
ス

伸ばす 伸ばす
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事業戦略

1.開発システム
のサービス化

2.戦略的協業
の強化

3.新規事業
の取り組み

社会が如何に変わろうとも、当社グループは変化に合わせた形で、
プラットフォーム上のサービス・パートナーを伸ばし、増やすことで成長する
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成長戦略

2023年3月期
（前期）

2024年3月期
（当期）

2025年3月期
（来期）

1.開発システム
のサービス化

2.戦略的協業
の強化

3.新規事業
の取り組み

④⑥AIデータの分析・応用を目的に㈱AVILENと資本業務提携、AIを活用したサービス開発

①無担保ローンシステムのSaaS化 ①SaaS型無担保ローンシステムの展開

⑦スマートメータを活用したLPガス販売管理システム「プロパネット」の展開

① 自社開発ソフトのクラウド
リフト（サービス化）

② 他社開発ソフトのクラウド
リフト（サービス化）

③ 社内外にある新しい技術、
ビジネスのサービス化

④ 新ビジネス・技術を持つ
企業との提携

⑤ パートナー企業サービスの
事業展開支援

⑥ 事業シナジー効果を期
待したM&Aの活用

⑦ 自社リソースを活用した
新規ビジネスの展開

⑧ 新ビジネス・技術を持つ
企業との資本提携・買収

⑨ 他社サービスの展開、取
り込みを目的とした業務
提携

④⑨AIセキュリティのグローバルリーダーDarktraceと代理店契約、販売を開始

⑨他社との業務提携

⑧SaaS型企業との連携
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（１）既存事業を更に伸ばすため、当社グループのリソース（人財、設備など）へ積極的な投資をしていく。
（２）同時に、当社プラットフォーム上に新たなサービスやパートナーを増やしていくため、戦略的な出資や提

携、スタートアップ企業への支援、連携なども進めていく。

④⑤宇宙関連ビジネス強化を狙い、取引先でもある㈱アストロスケールホールディングスへ出資

⑥協業パートナーへの戦略出資

②オンプレパッケージ製品中心のシステム会社と戦略的提携、製品のクラウド展開に協力、協業

④⑨DX推進に欠かせない先進のセキュリティBBSecと提携、同製品の販売を開始

③新しい技術のサービス化のため、戦略的提携



利益計画（全体の計数目標）
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(単位：百万円） 実績 予想（計画） 計画

売上高 34,988 37,700 40,000

営業利益 2,129 2,750 3,200

営業利益率 6.1% 7.3% 8.0%

自己資本当期純

利益率（ROE）
7.7% -- 10％以上

売上高

営業利益

✓ 現中期経営計画における2025年3月期計数目標は、既存事業を伸ばすことで達成する見込み。
✓ 今後は、当社プラットフォーム上に、新たなサービス、パートナーを増やすことで、より高い成長性を達成して行く方針。
✓ 時代の変化に合わせた様々なサービス、パートナーを取り込んでいくために、自社のリソースでカバーできない先端技術や

知見は、提携やM&Aを活用して補う。また、クラウド環境を必要とするスタートアップ企業への支援にも取り組んでいく。

現中期経営計画

（単位：百万円）

プラットフォーム戦
略の強化により＋α
の成長を実現する



利益計画（情報処理サービス）
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受託計算サービス データセンター・クラウドサービス
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メーリングサービス

（実績） （実績） （計画） （計画）

（実績） （実績） （計画） （計画）

（実績） （実績） （計画） （計画）

中計1年目（23/3期）振り返り

• 受託計算サービス（SS向け）、メーリングサービスは計画
時の想定範囲内で進捗。

• データセンター・クラウドサービスについては、売上高は順調
に伸びたものの、電気料金の急激な高騰により損益が悪
化、利益計画は未達となった。

今後の見通し
• 24/3期以降、データセンター・クラウドサービスの損益につ
いて、回復する見込み。但し、電気料金の将来予測は困
難であるため、計画上の利益水準は22/3期の水準に及
ばない保守的な計画としている。

• 受託計算サービス（SS向け）、メーリングサービスは引続
き順調に推移しているため、計画値を上方に修正。
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利益計画（システム開発サービス）

7

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

売上 営業利益

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

売上 営業利益

アイネット（DX事業本部） ISTソフトウェア
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ソフトウェアコントロール

（実績） （実績） （計画） （計画） （実績） （実績） （計画） （計画）

（実績） （実績） （計画） （計画）

中計1年目（23/3期）振り返り

• システム開発サービスの23/3期業績は、計画時想定以上
に推移。

• グループ各社において、既存顧客からの受注が順調に推
移したことに加え、開発体制を見直し、技術者の生産性を
向上させた結果、計画比で増収増益を達成。

今後の見通し

• グループ各社の受注動向は引続き順調に推移しており、
今後の売上計画は強気に見込む。

• 損益についても、プロジェクト管理の強化と適正単価での
受注により、個別採算の管理を強化することで、計画を達
成していく。
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情報技術でEnjoy Lifeを応援します
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＜問合せ先＞
株式会社アイネット経営戦略・IR部
TEL 045-682-0806
E-Mail contact_ir@inet.co.jp

＜免責事項＞

⚫ 本資料は、当社グループの業績及びグループの事業戦略に関する情報提供を目的としたものであり、当社及び当社グルー
プの株式の購入や売却を勧誘するものではありません。

⚫ 本資料には、将来の業績に関する意見や予測等の情報を掲載しています。これらの情報は資料作成時点の当社の判断に
基づいて作成されております。その実現・達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

⚫ 本資料を利用した結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。また、本資料を無断で複製、転載
等を行わないようお願いいたします。

visit our website
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